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ホーソンと「人間の堕落」についで
? ?
徳 元
　ホーソンの「マーブル・フォーン」の19章に
次のような叙述がある。
　They　threw　one　other　glance　at　the
heap　of　earth　below，　to　assure　themselves
that　it　was　there；so　like　a　dream　was
the　whole　thing．　Then　they　turned　from
that　fatal　precipice，　and　came　out　of　the
oourtyard，　arm　in　arm，　heart　in　heart．
Instinctively　they　were　h㏄dful　not　to
sever　themselves　so　much　as　a　pace　or
two　from　one　another；for　fear　of　the
terror　and　deadly　chillthat　would　thence－
forth　wait　for　them　in　solitude．
　これはドナテロがミリヤムにつきまとう幻の
迫害者をローマのキャピトル・ヒルの断崖，そ
れは往古国事犯人の処刑に使われたターペイヤ
ン・ロックから突き落した事件に続くのであ
る。一瞬2人は，我知らず衝動的に犯した殺人
罪の結果を前にして，恐怖におののいている。
この情景の内容といい，その詩的リズムとい
い，この一節はミルトン失楽園第12巻の未尾と
相呼応するのである。次にそれを引用する。
　They，　looking　back，　all　the　eastern　side
　beheld
　Of　Paradise，　so　late　their　happy　seat，
Waved　over　by　that　flaming　brand；the
　gate
With　dreadful　faces　thronged　and　fiery
　arms．
　Some　natural　tears　they　dropped，　but
　wiped　them　soon；
　The　world　was　all　before　them，　where　to
　choose
Their　place　of　rest，　and　Providence　their
guide．
Th y，　hand　in　hand，　with　wandering
steps　and　slow，
Through　Eden　took　their　solitary　way．
これはいうまでもなく神の命に背いて，原罪
を犯したアダムとイブが楽園を追放されて，2
人ともどもに狐独と苦難の道を歩み始める瞬間
を叙している。ミルトンでいう蛇の誘惑と罪の
侵犯はホーソンではドナテロによる殺害事件で
あり，前者の‘Paradise，　so　late　their　happy
seat’は後者の‘so　like　a　dream　was　the
whole　thing．’に相当する。次にマーブル・フ
ォーンのドナテロとミリヤムは互いに手と手を
とりあい，心と心を合わせて，運命の断崖・遺
跡の中庭を出て行く。2人は固く結びついてお
互いに相手から一歩も離れまいと努めている。
なる程失楽園にあっても2人は手に手をとり合
って，ゆるゆるとエデンの園をさまよって寂し
く去って行く。然しミルトンのアダムとイブ
を，ホーソンの男女から明確に区別する要因が
ある。それはミルトンの場合2人の向うべく，
行きつくべき世界はすべて眼前に広がってお
り，2人は神の摂理に従ってそこへ行って休ら
えばよかったのである。これに反してホーソン
のアダム・イブに相当するドナテロとミリヤム
は罪を犯して楽園を去っても案内者となってく
れる神もなければ，行きつく安息の場所もきま
っていない。2人は現在の状況に途惑いおそれ
乍らも，自らの力を頼りに新しい道をさぐらな
ければならない。
　今試みに人間の堕落の道筋を失楽園で辿るこ
とにする。蛇は夫のアダムから離れて，ひとり
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働いているイブをみて，これを験そうとして，
園の禁断の果実をとって食べることにより，言
語と理性を得ることを勧める。遂にその知恵の
樹の実を食べさせる。アダムははじめのうち
は，驚愕しているがやがて破滅したイブに対す
る熱烈な愛情のあまり，彼女と共に亡びること
を決心し，かつ罪を軽くみてこれを食う。その
ため2人の間に不和が生じ，お互いに非難しあ
う。このあとアダムは妻のイブに説いて，共に
悔唆と祈願によって，怒る神のゆるしを得よう
と勧める。一方彼は天使マイケルからキリスト
の受難・死・復活・昇天更にその後の教会の状
況などにつき，将来起るべきことを聞く。そし
て教えに心みたされ，慰められる。この間眠っ
ていたイブも，静かに夢み心は安らかとなり神
の命に従順に従がう。そして2人は園のあるl！」
から下りるのである。
　今ミルトンを更にさかのぼって，旧約聖書に
ついて，この章を概説する。イブは蛇に向つて
次のようにいう。自分達は園の樹の実を食うこ
とを詐されているが，園の中央にある善悪を知
樹の果実だけは，その実を食うこともこれに触
ることも禁ぜられている。又その命に背けば，
死の刑罰をうけるであろう。そこで蛇は知恵の
樹の実によって神に劣らず賢くなれるとイブを
誘惑する。ついでアダムも妻にすすめられてこ
の実を食べる。そこで神はアダム，イブを誘惑
した蛇に対しては，どの家畜どの獣よりも，の
ろいたまい，腹ばいになって一生塵を食う運命
におとしいれ給う。又神の如く善悪を知るよう
になり，生命の樹の果実を食って限りなく生き
るようになったアダムとイブは，エデンの園か
ら放遂せられ，その上これまで働かず食べてき
た2人に，自らの身体がそこから造られた土を
耕す労役を課せられた。エホバの神は又エデン
の東には，ケルビムと自ら回転する焔の剣とを
おいて，生命の樹の森の守りとし給うた。アダ
ム，イブは自分達の犯した罪を後悔したがもう
遅かった。そして今までは彼等といっしよに楽
しく遊び戯むれていた鳥や獣達が，今では2入
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の姿をみると，敵対してくるか，おそれてこそ
こそと林の中へ逃げ込むかするのであった。
　ここで再びマーブル・フォーンに帰って，作
品中イブに相当するミリャムの生い立ちとドナ
テロと共同して殺害事件を犯すまでの概略を辿
ることにする。ミリヤムの家系を尋ねると母方
はユダヤ系の英国人であり，父方は現在もなお
南イタリーで財力と勢力を誇る名家である。然
しこの一家には常にいまわしい罪の嫌疑がかけ
られている。危うくそれに連坐しかけた彼女は
一度は擬装自殺の演技をした位だ。そして物心
のつかぬ幼時に既に遠縁の一族の一人と許嫁に
されていた。この相手をひどく嫌ったミリヤム
は，反撰のあまり家から逃亡する。それは性来
意志力が旺盛で，思想の自由を信ずるミリヤム
としては当然の行動であった。そしてローマに
出て若い芸術家集団との楽しい交際に入った。
そこにはニュー・イングランドからきた気だて
やさしく，清純そのものの孤児ヒルダーや，同
じくアメリカ人で感受性に富み，明晰な頭脳に
恵まれ，且つ豊かな芸術的天分を備えた彫刻家
がいた。又同国人の中には，ドナテロというア
ペニン山中の出で，純真無垢の田舎青年がい
た。彼はミリヤムの献身的従僕となり，ペット
のように彼女に従がう。これはまさに絶望的に
不幸な前半生を送ってきたミリヤムにとって，
思ひがけず訪れた貴重な平安の季節であり，内
部に危機を包んだエデンの園の生活であった。
この時突如起ったのは地下墓地での事件だっ
た。それはこれまでずっと彼女の生活をおびや
かしてきた幻の人物との再会であった。この一
種の狂人だった幻の人物は，カプーチン派の修
道僧であり時にはミリヤムのモデルにもなる。
一方ドナテロは次第にミリヤムに対する恋情を
意識しはじめる。そして彼女を脅迫する幻の人
物を目撃して彼女の前半生に不可解な謎のある
ことを知り，この迫害者に強い敵意をいだく。
彼女は危害を加えられるかも知れないとおびえ
はじめているからである。そしてある晩，ドナ
テロはミリヤムの示した恐怖の発作に無意識的
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に反応して，彼女の迫害者をターペイヤンの断
崖から突きおとして殺してしもう。
　この直後2人は殺害の罪を自覚し，2人共に
血に汚れた犯罪人であるといって，互に相手の
身体を相擁して深夜のローマの街をさまよう。
2人はひどく恐怖と苦悩に打ちひしがれてい
る。所がやがて2人は急に歓喜と勝利の感情に
包まれて，勝ち誇ったように堂々と闊歩し始め
るのである。そのとき彼女は，ドナテロ青年の
身体をなおも強く我が胸に抱き寄せる。ために
2人の心臓は互ひに相手を求めてしがみつくか
と思われた。ミリヤムは語る。私は暗黙のうち
に貴方の行為に同意したのです。ですから私達
2人であの卑劣な男を殺したといっても宜し
い。この行為はまるで蛇のとぐろ巻きのよう
に，私達2人をぐるぐる巻きにして，永遠に結
びつけてしまったのです。だからいわば殺人の
行為が2人の結合の絆といってもよいのです。
私達は今では普通の人間界を支配する法則から
完全に解放されています。今は2人だけの特別
の法則の世界に，全く新しい境地に住んでいる
のです。だから一般世間の影響は何ら寄せつけ
ません。それ程その瞬間の2入の結合は親密で
強固なものに思われた。ミリヤムはなおも言葉
を続ける。彼女の過去を振り返るとき，どんな
にか孤独で恐怖に耐えきれぬものであったかと
いうこと，その生活に無邪気で朗らかな田舎青
年のドナテロが入って漸く明るさがさし込んで
きたこと。更にドナテロを彼女の運命に引き込
んで罪を犯させて以来，どんなにはげしい変化
が彼女の内部に起ったかなどである。
　「わつか昨日まで，いやほんの半時間前まで
の私は，氷のような孤独の中にあえいでいたの
です。私は友情にも姉妹の愛情にも恵まれず，
心は冷え切ったままでした。所があの瞬間すべ
てが変ったのです。私に大きな変化が訪れまし
た。貴方と2人で一つの息を吸い，一つの生命
を生きている今ではもう淋しいことはありませ
ん。」という。するとドナテロの顔は，激情に
燃え，一種英雄的な相を帯びてくるのであっ
た。「私の夫よ。美わしい夫よ。無心の夫よ。
私達の行為は決して罪でも犯罪でもありませ
ん。あさましく卑劣な，そして無価値な1個の
生命が犠牲になって，別の2人の生命が永遠に
固く結びつけられただけです。」とミリヤムが
いうとドナテロはこれに答えていう。「そうで
す。私達の結合は永遠に彼の血で固められてお
ります。」この時，純真素朴な彼の想像力に，
それ以前の彼の能力では感得不可能と思われる
知恵の働きがあらわれていた。即ち罪によって
生れた結合は時日の経過するにつれてのろわし
さ，いとわしさを増して行くであろうという自
覚であった。自分達は殺害の血で結ばれてある
以上，永遠に堕落とのろいの運命を避け得な
い。然し同時にこの血は一層強く2人を結びつ
けるのだという悟りであった。そして思わず彼
は，自ら発した言葉にはっと驚くのであった。
以前の彼は罪に内在する結合ののろいなど考え
たこともなかったからである。
　今ここでホーソンが人間の堕落の主題を取扱
った初期の作品の代表として，The　Maypole
of　Merry　Mount（1836を）とり挙げることに
する。この作品の1冒頭に付した註でホーツンは
この作品はプリマス植民地の初期に起った歴史
的逸話に取材したといっている。即ちこの小篇
はMount　Wollaston即ちメリー・マウント
の植民地に清教徒の指導者エンデコット知事が
訪れて，乱痴気騒ぎにうつつを抜かせている人
々に刑罰を下すという筋のものである。メリー
・マウントの人々は，圧倒的に多数のニユー・
イングランド清教徒に囲まれて生活している。
そして彼等とは敵対関係にある。何故ならば彼
等はカトリックいやその以前からの異教的伝統
の行事であるメイポールの祭事を守り伝えてい
るからだ。彼等は歌やダンス・迷信・祭儀・演
劇などの祝祭の行事によって代表される，有史
以前かの古代から伝えられてきた古代文化を誇
っているからである。誰か森の放浪者があって
たまたま彼等の乱痴気騒ぎをまのあたりに，お
そるおそるそっとみたとしよう。きっと彼は酒
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神バッカスと魔女の間に生れたコーマスの群に
出あったと思い込んだに違いない。彼等のなか
には野獣に変身したのもいる。なかには人間と
野獣の中間にみえるものもいる。或者はまた酔
っぱらつてよろけ乍ら踊り続け，これから扮装
しようとする者もいた。事実時に清教徒の一団
が自分達の身を隠して，この状景に見入ってい
るのであった。信心深く迷信深い清教徒には仮
面をつけた踊り手は，森に住む悪魔か堕落した
人間共と映ったに違いない。清教徒達はすべて
敬度なキリスト信者であり勤勉な労働者である
と同時に厳格な鉄の規律の集団であった。彼等
は又倹約を尊び，禁欲的でダンスに興ずるより
は讃美歌を唱える人々であった。
　Not　far　from　Merry　Mount　was　a　settle－
ment　of　Puritans，　most　dismal　wretch・
es，　who　said　their　prayers　before　daylight，
and　then　wrought　in　the　forest　or　the
cornfield　till　evening　made　it　prayer　time
again．　Their　weapons　were　always　at
hand　to　shoot　down　the　straggling　sav－
ages．　When　they　met　in　conclave，　it　was
never　to　keep　up　the　old　English　mirth，
but　to　hear　sermons　three　hours　long，　or
to　pr㏄1aim　bounties　on　the　heads　of
wolves　and　the　scalps　of　Indians．　Their
festivals　were　fast　days，　and　their　chief
pastime　the　singing　of　psalms．　Woe　to
the　youth　or　maiden　who　did　but　dream
cf　a　dance　，
　さて或る日のこと，メリー・マウントの人々
はいつものようにメイポールを取り囲んで踊り
狂っている。彼等の歓喜は絶頂に達したようで
ある。そのときエドガーと呼ばれる5月の王が
妃の眼を覗いてはっと心を打たれた。それは彼
と視線を合せた彼女の眼にはえもいわぬ悲しみ
がこもっていたからである。
　“Edith，　sweet　Lady　of　the　May，”whis－
pered　he　reproachfully，‘‘is　yon　wreath
of　roses　a　garland　to　hang　above　our
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graves，　that　you　look　so　sad～　O，　Edith，
this　is　our　golden　time！Tarnish　it　not
by　any　pensive　shadow　of　the　mind；for
it　may　be　that　nothing　of　futurity　will
be　brighter　than　the　mere　remembrance
of　what　is　now　passing，…，，
　それに答えてイーデスは私達は真実の5月の
王とその妃ではありません。私の心にある不思
議な悲しみは一体何なのでありましょうかとい
う。丁度その時魔力から解き放たれたのよう
に，メイポールから萎れたバラの花びらがひら
ひらと舞いおりてきた。この2人の恋人にとっ
ては全く不幸な悲しいことであった。今や2人
の心臓が真の情熱に燃え立ったかと思われた瞬
間，彼等はその喜びのさ中に何かしら，漠然と
実体を欠いた陰がしのびこんできたのに気づい
たのである。そして自分達とその周囲に避け得
られない大きな変化が起るという不吉の前兆を
感じとったのである。2人が真に愛し合った瞬
間，2人はメリー・マウントの楽園から追放さ
れて，地上に住むものの労苦と悲しみの道を辿
る運命をうけたのである。そしてこの後はたと
え時に喜びを味わうことがあっても，常にそこ
には心配が入り混っていた。こうなったのもす
べて，イーデスの内に蔵していた神秘な何かに
原因があったのだ。やがて踊りの場面には僧侶
が現れて2人の結婚の儀式を行ない，仮装の群
は何事もなかったようにメイポールを巡って，
あい変らず踊り続けている。然しやがて陽も山
頂から姿を消し，森の陰とダンスの人影が陰う
つそうに相交錯する時刻となった。
　その時突如そこに姿を現わしたのは清教徒中
の清教徒として知られるエンデコット知事その
人である。彼は鋭い刃の剣を打ちおろして，浄
められたメイポールも一一撃の下に切りおとして
しもう。するとポールに飾られていたバラの葉
や花びらは峻厳そのものの知事の顔にはらはら
と落ちかかる。そしてメリー・マウントの旗竿
も倒され，楽しい遊びに耽づていた人々は，清
教徒の法に照らして厳格に処罰される。
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　このようにして圧倒的に優勢な外部世界の陰
うつな道徳的勢力がこの共同体の歓楽の行事を
おしつぶしたのである。彼等はやむなく住みな
れた森を追われて立ち去る。そして狂気じみた
歓楽が繰り返されていた彼等の住居は淋しい森
の奥でただ荒れるにまかせられるのであった。
　かっての彼等の花環はこの上なく美しいバラ
で捲きつけられていたが同様に彼等自身も，純
一無雑の歓喜の情でとり巻かれ，結び合わされ
ていたのだ。今や楽園を追われたこれらの人々
は，これまでの空しい栄華を忘れて，お互いに
励まし合って新しい運命に従ったのである。
　They　went　heavenward，　supporting
each　other　along　the　difficult　path　which
it　was　their　lot　to　tread，　and　never　wasted
one　regretful　thought　on　the　vanities　of
Merry　Mount．
　ここで特に注目すべき点は，楽園を追放され
た人達の運命と，彼等の対処の仕方である。よ
しや外の世界から罪人と呼ばれようとも，彼等
は一方的に打ちのめされたままでいるのではな
い。彼等は新しい状況に即応した，新しい生き
方を模索している。それは勿論祝福ではなく
て，この上なく骨の折れる困難な道なのだ。然
しこれが堕落のあとアダムとイブに与えられた
新しい課題なのだ。この特色はホーソンが人間
の堕落・楽園の喪失という主題をアレゴリ・パ
ラブルとして取り扱うときに共通するものであ
る。勿論これと共に異教的快楽主義に対する讃
美ないし共鳴がうかがえる。更にホーソンの楽
園は本来悲劇的要素をはらんでおり，しばし歓
楽によって悲しみをまぎらわせるための場でし
かないことが多い。そしてホーソンのイブであ
る。ヘスター・イーデス・ミリヤムは共にその
個性・資質・環境などからみて本質的に悲劇の
ヒロインであり，情熱と魅力に溢れる女性であ
る。
　ホーソンはメリー・マウントと清教徒植民地
を対置させて，迫害の被害者である弱者のメリ
ー・マウントの人々に対して同情と理解を示し
ているようだが究極的には両者の何れにも加担
してはいない。なるほど彼の先祖には，魔女裁判
の判事があり，クエーカ教徒を迫害した軍人も
出ている。従って彼はアメリカに移住した清教
徒達の極度の非寛容や日常的なインデアン迫害
の態度をよ程痛切に意識していたに違いない。
清教徒は狼狩りとインデアン狩りを同一視する
位非人間的で，無情酷薄であり力の信仰者であ
る一面を持っていた。そしてメリー・マウント
の人々には清教徒に欠けた本質的な人間味が存
在している。ホーソンは一方で清教徒に対して
痛烈な皮肉を浴びせかけているが，別の個所で
はメリー・マウントの人々の楽しさ，賑やかさ
には護り育てるには余りにも無価値で愚かな要
素があるといって激烈極まるパロディをかいて
いる。即ちある時この人々が死体を花で飾って
陽気な騒ぎとお祭りの音楽で，埋葬地まで行進
していったという。然しこうした彼等の努力は
死者を笑わせることが出来ただろうかというの
である。多分この短篇でホーソンは次のように
云いたいのであろう。
　新世界アメリカにメイポールによって典型的
に象徴される旧世界の伝統，習慣を持ち込もう
としたところでそれは土地と人になじまない
ミたくみミにすぎない。メイポールの習俗に固
執する者は処罰され追放される。新大陸では人
類堕落以前の楽園の生活は拒絶されている。か
って働かず紡がずして安易な生活を保証されて
いたアダムとイブも今や彼等の生活で新局面を
迎えたのである。今伝統的な用語に従うなら原
罪を犯して堕落した新しいアダム・イブは，か
っての至福と交換に骨の折れる然し価値の高い
道を模索しているというのである。ここにパラ
ブルとしてのこのロマンスの本質が潜んでいる
と思われる。
　再度マーブル・フォーンに帰ってその後のド
ナテロとミリヤムの足跡を尋ねることにしよ
う。ドナテロは犯罪のあとトスカナ地方アペニ
ン山中の目分の居城に身を隠す。彼はここで繊
悔と悔恨の生活を送っていたがやがてローマに
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出て当局に自首しようと決心する。彼はその途
中でミリヤムにあう。2人はどちらも罪から生
ずる重大な結果を免かれ得ないことで意見が一
致する。然し時節は毎年巡ってくるローマのカ
ーニバルとなったので2人は百姓の男女に扮装
して参加する。ドナテロは太古以来のフォーン
に戻って無邪気にダンスに興じている。その姿
にはやさしく素朴で好ましい性質と衝動的な半
獣の危険性が混っているようだ。モント・ベニ
ーの屋敷で塔の一室に隠れて苦行僧さながらの
生活を送っていた頃の懊悩の顔つきはすっかり
消えてなくなっている。彼は時に重苦しい考え
に耽けることがあってもその合間に，性来のい
たずら好きの動作をみせるのであった。ローマ
での事件を転機として一大変貌をとげて人間的
知性と感情を備えたのであるが，現在の彼はそ
の進歩した人間性とフォーンの素朴性・快活性
をあわせもっていた。
　“Is　he　not　beautiful？”said　Miriam，
watching　the　sculptor，s　eye　as　it　dwelt
admiringly　on　Donatello．“So　changed，
yet，　stU　in　a　deeper　sense，　so　much　the
same！He　has　travelled　in　a　circle　as
all　things　heavenly　and　earthly　do，　and
皿ow　comes　back　to　his　original　self，　with
an　inestimable　treasure　of　improvement
won　from　an　experience　of　pain．　How
wonderful　is　this　1　I　tremble　at　my　own
thoughts，　yet　must　needs　probe　them　to
their　depths．　Was　the　crime口・in　which
he　and　I　were　wedded巧一was　it　a　blessing，
in　that　strange　disguise？Was　it　a　means
of　education，　bringing　a　simple　and
imperfect　nature　to　a　point　of　feeling
and　intelligence，　which　it　could　have
reached　under　no　other　discipline？，，（Chap．
47）
　ドナテロに苦痛をもたらし，同時に半獣同然
の状態から解放して，知性と人間的情味を与え
た事件は世間の標準では罪である。然しミリヤ
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ム自身にとってそれは彼女をドナテロに結びつ
けてくれた絆であり，従って恵みであっのだ。
一方ドナテロにとっても，不完全な本性から解
放してくれた恩恵の媒介であり，教育の手段で
あったのだ。今ミリヤムは昔通りに無邪気で快
活であり乍ら，進歩向上の著るしいドナテロを
讃美せずにはおられなくなるのである。する
と，ケンヨンは自分はとてもそんな危険な深
遠な思想にはついて行けないという。そこでミ
リヤムはなおも言葉を続ける。
　“…　Idelight　to　brood　on　the　verge　of
this　great　mystery！，　returned　she．“The
story　of　the　Fall　of　Man！Is　it　not
repeated　in　our　romance　of　Monte　Beni
PAnd　may　we　follow　the　analogy　yet
farther？Was　that　very　sin・－into　which
Adam　precipitated　himself　and　all　his
race・・was　it　the　destined　means　by　which，
over　a　long　pathway　of　toil　and　sor’
row，　we　ar 　 o　attain　a　higher，　brighter，
and　profounder　hapPiness，　than　out　lost
birt right　gave？Will　not　this　idea　ac－
count　for　the　permitted　existence　of　sin，
as　no　 ther　theory　can？，，（Chap．47）
　ドナテロはもと半ば子供で半ば動物の知能を
備えた不完全な人間だった。そして彼はあの野
性的でやさしい，いたずら好きの森る動物フォ
ー ンの大理石像にそっくり似ていた。その彼が
ミリヤムのペットになったのが発端で彼女の複
雑な入間関係にまき込まれ，遂には殺害という
苦難iの行為を経験する。彼は一方で大きな犠牲
を払ったが同時に完全に人間的性質を獲得した
のである。即ちこの殺害行為はドナテロ自身の
変貌の契機となったのである。そこでミリヤム
は思う。かつてアダムは自らと人間の子孫を永
遠におとしいれるという罪を犯した。然しその
行為は生得権を放棄するという犠牲以上の幸福
を得る結果になった。アダムの堕落が幸運につ
ながる以上ドナテロの行なった罪も又原罪の再
現である筈だ，同様に極りない幸福を導くもの
牧田8ホーソンと「人間θ堕落」について 165
ではないだろうか。ドナテロの神秘的な進歩の
姿はミリヤムに人類の祖アダムの堕落につい
て，独自の新解釈を加えさせたのである。アダ
ムの堕落は普通罪と呼ばれ，人類の不幸のはじ
まりと説かれているが，見方を変えればこの上
なく幸福な事件ではなかったろうか。同じくド
ナテロも罪の行為によって限りなき幸福への道
を拓いたのである。従って罪の存在は許さるべ
きものであるという結論が成立する。
　やがてケンヨンもミリヤムと同様の解釈に到
達する。そして彼はヒルダーに向っていう。即
ちドナテロの経験した一連の冒険は致命的で重
大な要素を含んでいるが同時に幸福を増大した
というのである。即ちアダムの堕落は究極的に
は人類が彼の楽園以上の高尚な楽園へ昇るた
めのものであったのだという。然し敬度なニュ
ー ・イングランドの清教徒の子孫であるヒルダ
一はとてもこの様な思想に同意出来ない。確か
にヒルダーも一般世間もドナテロの行為を罪と
呼ぶであろう。然しケンヨンはアダムの堕落を
真面目に解釈すればする程，そこには向上への
契機があったと確信する。以上のようにこの事
件は先ずミリヤムに次いでケンヨンに人間にと
って罪が意義と価値を持つこと，又罪による苦
しみを人は必要とすることなどについて思索さ
せたのである。
　なおマーブル・フォーンは1855年ローマで着
手され，第2回の英国滞在中に完成している，
ホーソンにとっての最後の長篇ロマンスであ
る。その背景の舞台はイタリー主としてローマ
である。然しその作品の雰囲気にも作中人物に
ついても，作者特有の清教徒的良心や自己省察
の態度が持ち込まれている。
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Nathaniel　Hawthorne　and　tThe　Fall　of　Man”
Tokumoto　MAKITA
　　　　This　paper　attemts　to　explain　how　the　ancient　theme，‘the　Fall　of　Man，　is　dealt
with　in　Hawthorne’s　works，　especially　in　1’ゐθMαγ●1θ1恒鋤（1860）．　It　compares　a
crucial　passage　in　1「乃¢〃己夕b1θ飽微where　Donatello　transforms　himself，　and　the　last
section　of飽夕σ直s¢」乙os‘，　and　then　tries　to　trace　how　Original　Sin　was　committed　and
Adam　and　Eve　were　expelled　from　the　Garden　of　Eden　in　P〃α直sθLos’and　Tゐ¢014
1「θs∫σ〃昭偏respectively．
　　　　Next，　he　finds　a　typical　example　of　Hawthorne’s　adaptation　and　interpretation　of
this　theme，　the　Fall　of　Man，　inτ為修1吻戊ρoJθげ1ぬ夕ηMb㈱’（1836）．　This　is　a
short　allegoricaI　romance　and　the　happy　people　of　Merry　Mount　live　in　a　sort　of　Eden
surrounded　by　the　colonies　of　hostile　Puritans．　Here　the　Fall　of　Man　seems　to　be
applied　to　the　pr㏄ess　of　the　first　settlers，　painful　experience：how　they　are　perse－
cuted　and　forced　to　renounce　the　traditional　rites　and　dance　of　Maypole（the　way　of
living　in　the　Old　World）to　get　adjusted　to　their　new　environment．
　　　In　1「λθ磁グδ」θ1⑭㈱，　the　simple，　half・child　half・animal　young　man，　Donatello，s
story　of　love　and　crime　is　actually　the　pr㏄ess　of　transformation　of　the　soul　in　its
journey　from　inn㏄ence　to　conscience　or　experience．　It　is　a　sad　and　painful　experience
of　self⇔realization　attained　through　the　medium　of　evil　and　sin．　However，　it　was　a
necessary　and　fortunate　fall　eventually，　and　Miriam，　who　is　gifted　with　this　percep－
tion　cries　out，“The　story　of　the　Fall　of　Man！Is　it　not　repeated　in　our　romance
of　Monte　Beni？”
